
再
分
析
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

（
１
）

本
稿
で
は
、
そ
の
分
析
結
果
に

も
と
づ
い
て
奨
学
金
が
大
学
生
の
経
済
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討

し
、
そ
の
機
能
を
考
え
て
み
た
い
。

一
平
等
化
を
促
進
す
る
奨
学
金

学
生
生
活
調
査
で
は
、
家
庭
か
ら
の
給
付
と
の
関
係
か
ら
み
た
修

学
困
難
度
を
「
家
庭
か
ら
の
給
付
の
み
で
修
学
可
能
」
「
家
庭
か
ら

の
給
付
の
み
で
は
修
学
不
自
由
」
「
家
庭
か
ら
の
給
付
の
み
で
は
修

学
困
難
」
「
家
庭
か
ら
の
給
付
な
し
」
の
四
段
階
で
尋
ね
て
い
る
。

回
答
者
の
最
近
一
年
間
の
経
験
に
も
と
づ
く
判
断
を
尋
ね
た
も
の
で

あ
る
が
、
回
答
者
の
家
庭
の
経
済
状
況
（
年
間
所
得
総
額
）
を
反
映

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
平
均
値
で
み
た
家
庭
年

間
所
得
総
額
は
、
右
に
示
し
た
順
に
、
九
八
〇
万
円
、
七
〇
九
万
円
、

五
八
九
万
円
、
五
三
八
万
円
で
あ
る
。

こ
の
修
学
困
難
度
別
に
奨
学
金
の
受
給
状
況
を
み
る
と
、
「
家
庭

か
ら
の
給
付
の
み
で
は
修
学
困
難
」
グ
ル
ー
プ
で
は
八
八
％
、
「
家

庭
か
ら
の
給
付
な
し
」
グ
ル
ー
プ
で
は
八
三
％
の
学
生
が
何
ら
か
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
日
本
学
生
支

援
機
構
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
三
％
と
七
五
％

で
あ
る
。
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
が
大
拡
大
を
遂
げ
る
前
の
一

九
九
六
年
に
は
、
こ
の
比
率
（
当
時
の
日
本
育
英
会
奨
学
金
を
受
け

て
い
た
者
の
比
率
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
三
％
と
四
四
％
で
あ
っ
た
の

で
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
は
、
「
家
庭
か
ら
の
給
付
の
み
で

は
修
学
困
難
」
グ
ル
ー
プ
と
「
家
庭
か
ら
の
給
付
な
し
」
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
広
く
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

比
較
的
裕
福
な
「
家
庭
か
ら
の
給
付
の
み
で
修
学
可
能
」
グ
ル
ー
プ

が
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
比
率
は
一
九
九
六
年
で
は
八
％
（
日
本
育

英
会
に
限
る
と
六
％
）
と
低
く
、
二
〇
〇
四
年
で
も
九
％
（
日
本
学

生
支
援
機
構
に
限
る
と
七
％
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

奨
学
金
が
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
者
に
貸
与
さ
れ
る
例
は
、
皆
無
で

は
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
者
に
対
す
る
貸
与
の
広
が
り
と
比
較
す
る

と
、
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
奨
学
金
収
入
は
、
実
際
の
学
生
生
活
を
ど
れ
ほ
ど
助
け
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
修
学
困
難
度
別
に
家
庭
か
ら
の
給
付
（
年
額
）

平
均
値
を
算
出
す
る
と
、
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
修
学
困

難
度
別
に
大
き
く
異
な
る
（
「
家
庭
か
ら
の
給
付
な
し
」
グ
ル
ー
プ

を
除
い
て
、
家
庭
所
得
総
額
の
一
六
～
一
八
％
に
相
当
す
る
額
で
あ

る
）
。
と
こ
ろ
が
、
学
生
生
活
の
た
め
の
必
須
費
用
（
授
業
料
と
そ

の
他
の
学
校
納
付
金
を
含
む
学
納
金
、
通
学
費
、
住
居
・
光
熱
費
を

合
計
し
た
も
の
）
は
、
「
家
庭
か
ら
の
給
付
な
し
」
グ
ル
ー
プ
以
外

で
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭
か
ら
の
給
付
か
ら
必
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独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
、
日
本
学
生
支
援
機

構
）
の
奨
学
金
は
、
わ
が
国
の
奨
学
金
の
中
で
も
最
も
規
模
が
大
き

く
、
学
生
の
修
学
援
助
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
に
、
「
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
者
に
も
貸
与
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
「
学
費
で
は
な
く
、
遊
興
費
に
使
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
疑
念
を
持
た
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
、

奨
学
金
を
使
っ
て
旅
行
に
出
か
け
た
話
や
、
自
動
車
・
バ
イ
ク
や
オ
ー

デ
ィ
オ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
機
器
な
ど
を
購
入
し
た
話
は
時
折
耳
に
す
る
。

他
方
、
特
に
第
二
種
奨
学
金
の
大
拡
大
が
な
さ
れ
た
一
九
九
九
年
以

降
、
卒
業
後
の
債
務
の
大
き
さ
を
考
慮
す
る
学
生
は
、
こ
の
種
の
有

利
子
奨
学
金
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
奨
学
金
を
有
効
に
利
用
し
て
勉
学
に
励
む
学
生
も
多

い
し
、
在
学
中
に
奨
学
金
を
貸
与
さ
れ
た
者
の
殆
ど
は
卒
業
後
に
真

面
目
に
働
き
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
疑
念
や
指
摘
に
つ
い
て
、
身
近
に
み
ら
れ
る
事
例
だ
け
か

ら
判
断
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
り
、
適
正
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
全
国
調
査
に
も
と
づ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
幸

い
筆
者
は
、
昨
年
度
ま
で
委
員
と
し
て
参
加
し
た
先
導
的
大
学
改
革

委
託
事
業
「
諸
外
国
の
奨
学
制
度
と
奨
学
金
の
社
会
的
効
果
に
関
す

る
調
査

研
究
」
（

文
部

科
学

省
か
ら

東
京
大
学

へ
委

託
）
の
一

環
と

し
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
「
平
成
一
六
年
度
学
生
生
活
調
査
」
を
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奨
学

金
と

大
学

生
の

経
済

生
活

浦
田

広
朗

（
名
城
大
学
教
授
）



が
少
な
く
、
文
科
系
の
学
生
は
そ
う
で
な
い
学
生
よ
り
少
な
い
）
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
娯
楽
嗜
好
費
も
、
性
、
居
住
、

所
属
大
学
の
設
置
者
に
よ
っ
て
平
均
値
が
異
な
る
。
男
性
よ
り
も
女

性
が
、
自
宅
外
居
住
者
よ
り
も
自
宅
居
住
者
が
、
私
立
大
学
よ
り
も

国
公
立
大
学
の
学
生
が
、
娯
楽
嗜
好
費
が
少
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
奨
学
金
以
外
の

収
入
源
で
あ
る
家
庭
か
ら
の
給
付
や
自
己
収
入
（
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

に
よ
る
収
入
）
と
比
較
し
て
、
奨
学
金
収
入
が
修
学
費
や
娯
楽
嗜
好

費
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
。
図
１
は
、
重
回
帰
分
析
と
い
う
統
計
的
手
法
に
よ
り
、
奨
学
金

収
入
が
修
学
費
や
娯
楽
嗜
好
費
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
他
の
収
入
と
比

較
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
サ
ン
プ
ル
は
八
四
三
五
名
）
。
修
学

費
に
つ
い
て
は
性
と
専
攻
が
、
娯
楽
嗜
好
費
に
つ
い
て
は
性
、
居
住

形
態
、
所
属
大
学
の
設
置
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ

フ
の
縦
軸
は
弾
性
値
で
あ
り
、
各
収
入
が
一
％
増
え
た
時
、
修
学
費

や
娯
楽
嗜
好
費
が
何
％
増
え
る
か
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
収
入

が
増
え
て
も
、
修
学
費
や
娯
楽
嗜
好
費
が
増
え
る
が
、
問
題
は
そ
の

増
え
方
で
あ
る
。

図
１
よ
り
、
修
学
費
に
つ
い
て
は
、
自
己
収
入
が
増
え
て
も
修
学

費
は
殆
ど
増
え
な
い
が
、
奨
学
金
収
入
が
増
え
る
と
、
家
庭
か
ら
の

給
付
が
増
え
た
場
合
と
同
程
度
に
修
学
費
が
増
え
る
こ
と
が
分
か
る
。
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図１ 修学費・娯楽嗜好費に対する各収入の効果（昼間部学生全体）

注：各変数を対数変換した重回帰分析結果（図２も同様）

須
費
用
を
差
し
引
い
た
金
額
は
、

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
奨
学
金
収

入
を
加
え
た
金
額
は
「
家
庭
か
ら

の
給
付
な
し
」
グ
ル
ー
プ
を
除
い

て
、
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
家
庭
か
ら
の
給
付
な
し
」
グ
ル
ー

プ
は
、
必
須
費
用
を
賄
う
だ
け
の

奨
学
金
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
す
な
わ
ち
奨
学
金
は
、
家
庭

か
ら
の
給
付
額
に
よ
る
困
窮
度
の

差
を
小
さ
く
し
、
「
家
庭
か
ら
の

給
付
な
し
」
グ
ル
ー
プ
に
も
学
生

生
活
の
た
め
の
必
須
費
用
を
賄
う

だ
け
の
収
入
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

二
奨
学
金
の
使
わ
れ
方

こ
の
よ
う
に
平
等
化
を
促
進
し

て
い
る
奨
学
金
で
あ
る
が
、
果
た

し
て
そ
の
趣
旨
を
生
か
す
方
向
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
必

須
費
用
以
外
の
修
学
費
と
娯
楽
嗜
好
費
に
注
目
し
て
、
こ
の
問
題
を

考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
修
学
費
と
は
、
授
業
料
な
ど
の
学
校
納
付

金
以
外
に
正
課
教
育
を
受
け
る
た
め
に
支
出
し
た
経
費
で
、
教
科
書
・

参
考
図
書
・
実
習
材
料
・
文
具
類
の
購
入
費
、
実
習
旅
行
費
な
ど
か

ら
な
る
。
娯
楽
嗜
好
費
は
、
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
費
用
、

酒
・
タ
バ
コ
・
間
食
代
な
ど
で
あ
る
。
修
学
費
の
中
に
は
必
須
費
用

に
近
い
も
の
も
あ
り
、
娯
楽
嗜
好
費
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料

金
も
含
ま
れ
る
の
で
全
く
の
遊
興
費
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
点
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
費
用
に
つ
い
て
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
が
勉
学
に
力
点
を
置
い
た
生
活
を
送
っ
て

い
る
か
、
遊
び
志
向
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
い
。

昼
間
部
学
生
全
体
の
修
学
費
年
額
平
均
値
は
五
万
二
千
円
、
娯
楽

嗜
好
費
年
額
平
均
値
は
一
三
万
八
千
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
奨
学
金
受

給
者
に
つ
い
て
算
出
す
る
と
、
修
学
費
は
五
万
八
千
円
で
全
体
平
均

よ
り
六
千
円
高
く
、
娯
楽
嗜
好
費
は
一
二
万
七
千
円
で
全
体
平
均
よ

り
一
万
一
千
円
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
学

生
は
そ
う
で
な
い
学
生
よ
り
も
勉
学
に
熱
心
で
あ
り
、
遊
び
を
控
え

て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
で
は

十
分
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
奨
学
金
の
有
無
以
外
に
、
性
、
専
攻

に
よ
っ
て
修
学
費
平
均
値
が
異
な
る
（
男
性
は
女
性
よ
り
も
修
学
費
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表１ 家庭からの給付と奨学金（修学困難度別）

家庭からの給付 必須費用 A－B 奨学金 C＋D

修学困難度 （A） （B） （C） （D）

家庭からの給付で修学可能

家庭からの給付のみでは修学不自由

家庭からの給付のみでは修学困難

家庭からの給付なし

1,606

1,266

976

0

1,195

1,178

1,189

786

412

88

－213

－786

52

406

680

787

464

495

466

1

注：表中の値は年額平均値（千円）、必須費用＝学納金＋通学費＋住居・光熱費

丸め誤差のため、差や和が一致しない場合がある。



く
く
な
っ
て
い
る
わ

け
で
な
い
。

次
に
、
家
庭
か
ら

の
給
付
の
年
額
平
均

値
を
貸
与
月
額
別
に

み
る
と
、
三
万
円
グ

ル
ー
プ
が
一
二
五
万

三
千
円
、
五
万
円
グ

ル
ー
プ
が
一
一
〇
万

五
千
円
、
八
万
円
グ

ル
ー
プ
が
八
二
万
二

千
円
、
一
〇
万
円
グ

ル
ー
プ
が
七
〇
万
四

千
円
で
あ
る
。
高
額

貸
与
が
、
在
学
中
の

家
計
負
担
の
軽
減
に

大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
貸
与
額

の
違
い
が
支
出
構
成

に
ど
の
よ
う
な
違
い

を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
先
ほ
ど
と
同
様
、
修

学
費
に
つ
い
て
は
性
と
専
攻
、
娯
楽
嗜
好
費
に
つ
い
て
は
性
、
居
住

形
態
、
所
属
大
学
の
設
置
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
第
二
種
奨
学
金

受
給
者
の
み
を
対
象
と
す
る
重
回
帰
分
析
を
試
み
た
（
サ
ン
プ
ル
は

一
二
二
〇
名
）。
図
２
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。

ま
ず
、
修
学
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
奨
学
金
収
入
が
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
奨
学
金
収
入
の
影
響
の
大
き

さ
は
、
第
二
種
奨
学
金
受
給
者
に
限
る
と
娯
楽
嗜
好
費
に
つ
い
て
も

み
ら
れ
、
自
己
収
入
や
家
庭
か
ら
の
給
付
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
上

回
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
奨
学
金
全
体
と
は
異
な
る
第
二
種
奨
学

金
の
特
徴
で
あ
る
。
高
額
な
奨
学
金
が
、
修
学
費
だ
け
で
な
く
、
娯

楽
嗜
好
費
に
も
多
く
向
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
家
庭
年
間
所
得
総

額
別
に
分
析
し
て
も
、
こ
う
し
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

図
２
の
弾
性
値
が
図
１
よ
り
も
か
な
り
大
き
い
こ
と
に
も
注
目
し

て
お
き
た
い
。
有
利
子
で
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
は
、
額
が
増
え
る
ほ

ど
、
活
発
な
消
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
２
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
高
額
貸
与
を
受
け
て
い
る
学
生
の
比
率
は
、
低
所

得
層
で
や
や
高
い
。
こ
れ
ら
の
学
生
の
家
計
は
楽
で
は
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
娯
楽
嗜
好
費
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
学
納
金
な
ど
に
つ
い
て
は
親
が
直
接
支
払
い
、
学
生
自
身
の

負
担
感
が
小
さ
い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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表２ 日本学生支援機構奨学金受給者の比率（家庭年間所得総額別）

家庭年間所得総額

400万円未満 400～800万円 800万円以上 計

人数（人） 1,203 3,174 4,058 8,435

第一種奨学金受給者

第二種奨学金受給者

46.1％

18.8％

13.8％

18.9％

4.7％

9.9％

14.0％

14.6％

3万円

5万円

第二種奨学金 8万円

貸与月額別 10万円

12万円

14万円

2.2％

5.2％

4.8％

6.5％

0.0％

0.0％

2.3％

7.4％

4.2％

4.9％

0.1％

0.1％

2.1％

3.7％

1.9％

2.1％

0.0％

0.1％

2.2％

5.3％

3.2％

3.8％

0.0％

0.1％

日本学生支援機構奨学金

非受給者
35.2％ 67.3％ 85.4％ 71.4％

表
１
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奨
学
金
収
入
は
家
庭
か
ら
の
給

付
よ
り
少
な
い
場
合
が
殆
ど
だ
か
ら
、
同
じ
一
％
と
い
っ
て
も
奨
学

金
収
入
の
方
が
少
額
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
奨
学
金
は
少

額
で
も
修
学
費
を
増
加
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
と
い
え
る
。

娯
楽
嗜
好
費
に
対
し
て
は
、
自
己
収
入
が
家
庭
か
ら
の
給
付
と
同

程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
家
庭
か
ら
の
給
付

が
多
い
学
生
は
娯
楽
嗜
好
費
も
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
娯
楽
嗜
好
費

の
調
達
源
と
し
て
は
、
奨
学
金
で
は
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
自

己
収
入
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
に
も
と
づ
く
限
り
、
「
奨
学
金
は
学
費
で
は
な
く
、

遊
興
費
に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
批
判
は
正
し
い
と
は
い
え
な
い
。

個
別
事
例
は
別
と
し
て
、
昼
間
部
学
生
全
体
を
み
れ
ば
、
奨
学
金
は

学
費
（
修
学
費
）
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
遊
興
費
（
娯
楽

嗜
好
費
）
は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
る
。
同
様

の
分
析
を
家
庭
の
年
間
所
得
総
額
別
に
試
み
る
と
、
低
所
得
層
（
家

庭
年
間
所
得
総
額
四
〇
〇
万
円
未
満
）
に
お
い
て
奨
学
金
が
修
学
費

に
向
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
強
い
。
高
所
得
層
（
同
八
〇
〇
万
円
以

上
）
に
お
い
て
は
、
家
庭
か
ら
の
給
付
が
娯
楽
嗜
好
費
に
向
け
ら
れ

る
傾
向
が
強
い
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ
た
。

三
第
二
種
奨
学
金
の
機
能

奨
学
金
が
遊
興
費
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
は
当
た
ら
な
い

と
し
て
も
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
大
拡
大
の
中
心
と
な
っ

た
第
二
種
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
有
利
子
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

特
に
高
額
貸
与
（
最
高
で
月
額
一
〇
万
円
。
私
立
大
学
の
薬
学
・
獣

医
学
、
医
学
・
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
さ
ら
に
二
万
円
、
四
万
円
の
増
額
可
能
）
を
選
択
し
た
場
合
は
、

返
還
が
容
易
で
な
く
な
る
点
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
返
還
が
容
易
で

は
な
い
こ
と
を
見
越
し
て
、
か
え
っ
て
低
所
得
層
が
利
用
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
家
庭
年
間
所
得
総
額
別
に
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第

一
種
奨
学
金
・
第
二
種
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
者
の

（
２
）

比
率
を
算
出
し
た
。
算
出
結
果
を
示
し
た
表
２
に
よ
れ
ば
、
低
所
得

層
に
お
い
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
受
給
者
率
が
高
い
。
低

所
得
層
と
中
所
得
層
を
比
較
す
る
と
、
大
き
く
異
な
る
の
は
第
一
種

奨
学
金
受
給
者
率
で
あ
り
、
第
二
種
奨
学
金
受
給
者
率
は
ほ
ぼ
等
し

い
。
貸
与
月
額
別
に
み
る
と
、
低
所
得
層
は
八
万
円
や
一
〇
万
円
と

い
う
高
額
貸
与
を
、
中
所
得
層
や
高
所
得
層
よ
り
も
や
や
高
い
確
率

で
利
用
し
て
い
る
。
低
所
得
層
が
第
二
種
奨
学
金
を
特
に
利
用
し
に
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高
額
と
な
る
第
二
種
奨
学
金
の
機
能
の
検
討
は
、
そ
れ
を
受
け
て
い

る
者
の
把
握
か
ら
始
ま
る
。
本
稿
で
示
し
た
分
析
は
、
そ
の
一
歩
で

あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
分
析
方
法
と
結
果
に
対
す
る
御
意
見
・
御
批
判

を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
受
給
者
を
対

象
と
す
る
本
格
的
な
調
査
の
企
画
・
実
施
を
重
ね
て
提
唱
し
て
お
き

た
い
。

注（
１
）
学
生
生
活
調
査
は
、
大
学
院
、
四
年
制
大
学
、
短
期
大
学
の
学
生

全
て
が
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
分
析
は
四
年
制
大
学

（
昼
間
部
）
の
み
に
限
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル
抽
出
率
に

も
と
づ
く
ウ
ェ
イ
ト
バ
ッ
ク
は
、
本
稿
で
は
行
っ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
で
示
す
家
庭
年
間
所
得
総
額
平
均
値
な
ど
は
、
ウ
ェ

イ
ト
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
上
で
の
集
計
値
（
『
大
学
と
学
生
』
二
〇
〇

六
年
七
月
臨
時
増
刊
号
）
と
は
若
干
異
な
る
。

（
２
）
学
生
生
活
調
査
で
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
有
無
と
貸

与
額
は
調
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
第
二
種
で
あ
る
か
否
か
は
調

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学

金
を
受
け
て
い
る
と
回
答
し
た
者
の
う
ち
、
一
年
間
の
貸
与
額
が
三

六
万
円
、
六
〇
万
円
、
九
六
万
円
、
一
二
〇
万
円
、
一
四
四
万
円
、

一
六
八
万
円
（
そ
れ
ぞ
れ
貸
与
月
額
三
万
円
、
五
万
円
、
八
万
円
、

一
〇
万
円
、
一
二
万
円
、
一
四
万
円
）
の
者
を
、
第
二
種
奨
学
金
受

給
者
、
残
り
を
第
一
種
奨
学
金
受
給
者
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
、
二

〇
〇
三
年
度
・
二
〇
〇
四
年
度
入
学
者
の
う
ち
の
国
公
立
大
学
自
宅

生
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
奨
学
金
の
貸
与
月
額
が
五
万
円
で
あ
り
、

貸
与
額
か
ら
は
第
二
種
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
、
第
二
種
奨
学

金
受
給
者
と
は
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
貸
与
月
額
一
二
万
円
と
一
四

万
円
の
者
は
、
私
立
大
学
の
薬
学
・
獣
医
学
課
程
あ
る
い
は
医
学
・

歯
学
課
程
の
在
学
者
で
増
額
貸
与
を
受
け
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、

極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
の
で
、
図
２
に
示
し
た
重
回
帰
分
析
の
対
象

か
ら
は
除
外
し
た
。
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親
子
の
間
で
学
費
・
生
活
費
を
ど
の
よ
う
に
負
担
し
、
貸
与
さ
れ

た
奨
学
金
を
学
生
が
ど
の
よ
う
に
使
お
う
と
自
由
で
は
あ
る
が
、
高

額
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
学
生
が
遊
び
志
向
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
貸
与
基
準
を
緩
や
か
に
し
て
対
象
者
を
拡
大
し
、
貸
与
月
額
を

選
択
制
と
し
た
第
二
種
奨
学
金
の
意
図
と
は
異
な
る
事
態
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
注
に
示
し
た
方
法
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
た

者
を
第
二
種
奨
学
金
受
給
者
と
し
て
分
析
し
て
い
る
た
め
、
以
上
の

分
析
結
果
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
第
二
種
奨
学
金
は
、
奨
学

金
大
拡
大
の
中
心
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
有
利
子
で
あ
り
、
貸
与
額

も
選
択
で
き
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
一
般
の
学
部
で
の
最
高
額
で

あ
る
貸
与
月
額
一
〇
万
円
を
選
択
す
る
と
、
大
学
四
年
間
で
四
八
〇

万
円
も
の
有
利
子
負
債
を
抱
え
て
卒
業
す
る
こ
と
に
な
る
。
私
立
大

学
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
・
獣
医
学
部
で
増
額
貸
与
を
受
け
る

と
さ
ら
に
多
額
に
な
る
。
多
数
の
学
生
・
卒
業
者
の
経
済
生
活
に
対

し
て
こ
れ
だ
け
重
大
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
第
二
種
奨
学
金

で
あ
る
の
で
、
学
生
生
活
調
査
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
受
け
て
い
る

者
を
明
確
に
把
握
で
き
る
調
査
項
目
を
設
定
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
受
給
者
を
対
象
に

し
た
、
詳
細
な
調
査
を
企
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
在
学
中
の
家
計
負

担
を
大
き
く
軽
減
す
る
一
方
、
貸
与
額
す
な
わ
ち
負
債
額
が
極
め
て
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図２ 修学費・娯楽嗜好費に対する各収入の効果（第二種奨学金受給者のみ）




